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　片倉権次郎氏は1910(明治43)年に山形県川西町に生まれた。片倉氏は農業試験場で技術を学び、20歳
代までは休みなしに試験場に通い独自な片倉式稲作技術を築き上げた。著書に『誰でもできる五石どり』が
あり全国の農業者の間で広く読まれ、農業書としては破格のベストセラーとなった。
　全国の農業者にその名を知られ、各地から視察者が訪れた片倉式稲作。ピーク時の昭和41年から42年に
かけては1日でバス7、8台、500人もの人々が視察に訪れ、交通渋滞を招いたほどであった。片倉氏がその
生涯をかけてみつめていたものは、そうした篤農家としての地位や名声ではなく、大いなる自然の恵みを育
む、川西の土であり、より豊かな実りを結ぶための方法であった。川西町では昭和43年、「川西町50万俵米
づくり運動」を推進していたが、当時は無謀な目標であるとの酷評もあがっていた。
　しかし、町は初年度でこの目標を達成、全町平均反収654キログラムという日本一の収量を記録し、「米
づくりの川西町」の名前を一躍全国に轟かせた。そうした背景には、農協や農業改善普及所の技術指導、ほ
場整備などによる栽培環境の整備などにもまして、片倉氏をはじめとする町の篤農家の技術指導によるとこ
ろが大きかったといわれている。片倉氏の稲作の特徴は、それまでの初期生育重点の東北稲作理論の体系に
加えて、生育後期の特に晩期追肥にポイントを置き、実りを最大限に充実させる増収技術にある。そして、
片倉氏はそうした独自の多収技術を惜しむことなく広く地域に紹介し町全体の増収に尽力した。稲作の準備
がはじまる 3月には全国各地の講演に忙しく出向き、ほとんど家にいることがなかった。農の大地と向き合
う人々は、百の理論よりも、実際に土に触れ、土に豊かな実りを結んだ人のその真実の言葉を深く受けとめる。
地位や名声を求めず、豊かな実りを研究し続けた氏の技術は、多くの人々に受け入れられ、川西の地に大き
な収穫と実りを結んでおり、 その信念はいまも受け継がれている。
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年頭のごあいさつ

公益社団法人米沢法人会
会 長

　平成30年の年頭にあたり、謹んでお慶びを申し
上げます。会員の皆様方におかれましては穏やか
な新年を迎えられたことと心よりお慶び申し上げ
ます。
　さて、昨年は法人会の理念であります「税のオ
ピニオンリーダーとして企業の発展を支援し地域
の振興に寄与し国と社会の繁栄に貢献する経営者
の団体」として、会員皆様のご理解とご協力をい
ただきながら、税制改正提言活動・研修事業・社
会貢献事業・租税教育活動等法人会の目的達成に
向かって様々な事業活動を展開してまいりました。
　今後2019年10月１日から消費税率が10％に引上
げ及び軽減税率制度も導入されることとなってお
りますので、法人会は創設の原点に立ち、「税」

香 坂 洋 一

謹　賀　新　年
公益社団法人　米沢法人会

会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

香 坂 洋 一
加 藤 　 博
土 田 一 成
廣 　 谷 　 善 　 郎

髙 橋 義 郎
相 田 晃 輔
手 塚 隆 子

を基本とした取り組みを強化し会員の皆様に関係
のある税制改正のポイント等をいち早くお知らせ
し、経営と税務にお役立ていただけるような事業
活動を行ってまいります。
　本年11月には全国青年の集い「岐阜大会」にお
いて、日頃の租税教育活動について青年部会が東
北52単位会の代表として発表を行います。
　今後も米沢税務署様、東北税理士会様、商工会
議所・商工会様のご支援・ご協力をいただきなが
ら、会員企業発展のお役に立つための事業活動・
中小企業の活性化を図る税制提言活動・日本の将
来を担う子供たちへの租税教育活動、地域社会の
健全な発展に貢献する社会貢献活動を展開してま
いる所存でございます。
　結びに、本年もなお一層のご理解とご支援をお
願い申し上げますとともに、会員皆様方のますま
すのご繁栄の年となりますようご祈念申し上げ新
年の挨拶とさせていただきます。
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年頭のごあいさつ

米 沢 税 務 署 長

　平成30年の年頭を迎え、米沢法人会の皆様に謹
んで新年の御挨拶を申し上げます。
　香坂会長はじめ会員の皆様には、平素から税務
行政に対しまして深い御理解と御協力を賜ってお
り、厚く御礼申し上げます。
　米沢法人会の皆様には、税に関する説明会、講
演会及び租税教室の開催等の啓蒙活動に御尽力を
いただいておりますことに対し感謝を申し上げる
とともに、クリーン＆グリーン作戦や福祉施設へ
のタオルの寄贈などの社会貢献活動にも積極的に
取り組んでおられますことに深く敬意を表する次
第です。
　また、米沢法人会が、平成₂年以来70％以上の
高い組織率を維持しておられますことは、これま
での役員の皆様方の献身的な御尽力の賜物であり
重ねて敬意を表する次第であります。
　さて、国税電子申告・納税システム（e-Tax）
につきましては、会員の皆様の御理解と御協力に
より仙台国税局管内でもトップクラスの利用率と
なっております。改めて感謝申し上げるとともに
今月提出期限となります「法定調書」及び「支払
調書合計表」の提出の際にも是非御利用いただく
ようお願い申し上げます。
　ところで、消費税率の10％への引き上げ及び軽
減税率制度が平成31年10月１日より実施されるこ
ととなっております。
　昨年10月から11月にかけて改正消費税法に関す
る説明会を開催いたしましたが、まだまだ納税者
の皆様の関心は低いように感じられました。税務
署といたしましては、軽減税率制度の円滑な実施
に向けて、事業者の皆様に制度の内容を十分に理
解していただき、自ら適正な申告・納付を行って
いただけるよう、着実な制度の周知・広報や丁寧
な相談対応に取り組んでまいりますので、御協力
をお願いいたします。
　結びに、本年の米沢法人会の益々の御発展と会
員の皆様方の御繁栄並びに御多幸を御祈念申し上
げまして、年頭の挨拶とさせていただきます。

斉　藤　喜美男 氏
東北税理士会米沢支部長

　2018年の年頭を迎え、公益社団法人 米沢法人
会の皆様に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　米沢法人会の皆様には、平素から税理士会事業
につきまして、ご協力を賜り厚く御礼を申し上げ
ます。
　さて、現在の経済の課題として地方経済の活性
化が挙げられているなか、その目的達成のために
法人会活動の果たされている役割は大きく、各種
講習会の開催、租税教室による税の啓蒙活動など
を通じて、法人会会員企業の健全な活性化に大き
く貢献されておられます。
　税理士会米沢支部では、これまでも米沢法人会
の活動に協力させて頂き各種事業に取り組んでま
いりました。特に、租税教育につきましては、米
沢法人会、米沢税務署、税理士会米沢支部の三者
の協力で、毎年多数の租税教室を開催しておりま
す。これからもさらなる協力を進めて参りたいと
考えておりますので、よろしくお願いいたします。
　また、本年からの懸案事項としましでは、消費
税率10％への引き上げが挙げられます。現在の予
定では、2019年10月からとされていますが、引き
上げ時には、₈％引き上げ時と同様に「経過措置」
が設けられると共に、新たに「軽減税率制度」が
導入される予定となっております。軽減税率の導
入により、₂つの消費税率が混在することとなり、
経過措置を含め、法人における対応は、複雑にな
ると予想されます。税理士会米沢支部におきまし
ては、本年より講習会等を通じてその周知を図っ
ていきたいと考えておりますので、米沢法人会に
おかれましても、ご協力をよろしくお願いいたし
ます。
　結びに、本年が米沢法人会の益々の御発展と会
員企業の皆様の御繁栄の年となりますよう心から
お祈り申し上げまして、新年の挨拶とさせていた
だきます。

大　澤　一　雄 氏
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平成29年度表彰受賞者　功績をたたえて平成29年度表彰受賞者　功績をたたえて
◇米沢税務署長表彰受賞

理事　中　村　　　浩 氏
　　　　　株式会社 中村建設 代表取締役

　11月13日東京第一ホテル米
沢に於いて、平成29年度納税
表彰式が行われ、中村理事が
多年にわたり申告納税制度の
普及発展と納税思想の向上に

尽力され米沢税務署長表彰を受賞しました。

◇山形県法人会連合会会長表彰受賞
監事　金内   晴一 氏　㈲金内酒店 代表取締役
理事　佐藤   雄二 氏　㈱小野川温泉 河鹿荘 代表取締役
理事　我妻   孝志 氏　竹原精工㈱ 代表取締役
会員増強　公益社団法人米沢法人会

◇全国法人会総連合会長表彰受賞
会員増強   優秀賞
   　　公益社団法人米沢法人会
会員増強   純増維持
      　公益社団法人米沢法人会

◇全国法人会総連合
   青年部会連絡協議会会長表彰受賞

部会員純増基準　奨励賞
　　　公益社団法人米沢法人会青年部会
部会員純増基準　三年連続純増賞
      　公益社団法人米沢法人会青年部会

◇「税に関する高校生の作文」受賞者
 　　　　　 （米沢税務署管内※応募総数 505 編）

米沢税務署長賞
山形県立米沢商業高等学校　₁年　梅　津　　　舞さん

山形県立米沢工業高等学校　₃年　荒　井　真唯子さん

山形県立高畠高等学校　₃年　浅　賀　咲　良さん

山形県立南陽高等学校　₂年　鈴　木　　　花さん

米沢税務署管内税務関係団体連絡協議会会長賞
山形県立米沢商業高等学校　₁年　山　木　祐　実さん

公益社団法人米沢法人会会長賞
学校法人九里学園高等学校　₂年　中　山　玲　菜さん

山形県立米沢商業高等学校　₁年　後　藤　菜　優さん

山形県立米沢商業高等学校　₁年　渡　辺　聖　菜さん

山形県立高畠高等学校　₃年　加　藤　詩瑛里さん

山形県立南陽高等学校　₂年　今　　　瑞　姫さん
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　税は、社会を支える会員のようなものです。社会で
の助け合いのための活動に使われています。そのため
必要なお金をみんなで出し合って負担しています。そ
れが税金です。税金はみんなで社会を支えるための会
費ともいえます。もしも税金がなかったら公共サービ
スを受けるのにすべてお金がかかってしまいます。自
分たちで費用を負担しなければならなくなってしまい
ます。なので生活していくためにも税金はとても大切
なものなのです。会社も税金を納めています。国に入っ
てくるお金は税金が約₆割です。また国が借りている
お金は約₄割です。私たちが生きていくためには税は
かかせないものだと思いました。病気、年金、介護、
生活に困っている人たちを助けるためにも税金が使わ
れています。私たちの生活や健康を守るためにもさま
ざまな税金が使われているのがよくわかりました。学
校にも税は使われています。学校に必要な、教科書や
器具にも税は使われているということを知りました。
私は税はいろいろな所で使われていることを知ること
ができました。税は私たちの暮らしを支えているんだ
と思いました。税はお金を貸すだけではなく、注射器
や薬を送ったりしています。それは、私たちが納めた
税金が使われています。私たちが納めている税金は日
本だけではなく、世界中で使われていることがわかり
ました。税金の使いみちは国民が選んだ代表者が決め
ていることを知りました。選挙をする時はそういった
ことをきちんと考えて、投票しなければならないと思
いました。国民の生活を豊かにするためには、税金だ
けではまだまだお金が足りないということを知りまし
た。少子高齢化が今のまま進んでいくと、今の税のし
くみでは国民の生活を支えるのが難しい状況になって

﹁税に関する高校生の作文﹂
米沢法人会会長賞 ﹃税の大切さ﹄

学校法人九里学園高等学校　₂年 中 山 玲 菜

いってしまうことを知ることができました。この
問題は私たち国民にとってとても大切な問題だそ
うです。若者はもっと税について、しっかり学ぶ
べきだと思いました。また、税は、社会の変化に
合わせて税のしくみも考えていかなければならな
いそうです。私たち国民が支え合い、使いみちを
よく考えていくのが大切。時代によって税のしく
みも変わってくることがわかりました。私たち国
民は、いろいろな所で税に支えられている場面が
多くみられます。もし税がなかったら、今のよう
な豊かな生活ができていないと思います。なので
私たちはもっと税の使いみちをもっと慎重に考え
ていくべきだと思いました。この作文を書いてみ
て税についてよく知らなかったけど、きちんと知
ることができました。私たちはもっと税について
学習し、知っていくことが大切だと思いました。
日本だけではなく貧困な国、世界中に使われてい
る税の使いみちをよく考えていくことが大切だと
思いました。また税は私たちの健康を守っている
場面もみられます。税について少し学ぶきっかけ
になったのでよかったです。生きていくために必
要な税を大切にしていきたいです。

中小企業向け貸倒保証制度
ご加入のおすすめ

法人会の団体保険制度：取引信用保険

この制度は法人会会員専用の保険制度であり利用することで
売掛金回収の不安が軽減され安心して取引ができます。

貸倒れリスクに備えていますか？

例えば500万円の貸倒損失を取り戻すためには…

売掛金貸倒損失 500万円 必要な売上 1億円利益率5%の場合
大きな負担に…

保険期間 平成２9年８月１日～平成30年７月３１日
【保険期間開始後も毎月１日を補償開始日として随時申込み（中途加入）ができます。】
毎月１５日までに申込みならびに保険料払い込みをいただいた場合

MSK保険センター株式会社
東北支社
〒980-0811 仙台市青葉区一番町２‒５‒27

　　　　　　 三井住友海上仙台ビル
TEL  022‒716‒5570

三井住友海上火災保険株式会社
山形支店米沢支社
〒992-0012 米沢市金池２‒２‒８  ＩＮビル

TEL  0238‒22‒7645

（注）の保険期間は、翌月１日～平成30年７月３１日となります。
（注）保険料払い込みをいただいた場合、保険料の払込猶予に関する特約を付帯した場合を除きます。

ご連絡先・お問い合わせ先
取扱代理店 引受保険会社

このご案内は保険の特徴を説明したものです。詳細は法人会の団体保険制度：取引信用保険（中小企業向け貸倒保証制度）パンフレットをご覧ください。度：

対 外 信 用 力 の 向 上
売上債権の保全となり、金融機関等のお取
引先（債権者）に対する貴社の信用力の向上
が期待できます。

与 信 管 理 の 充 実・向 上
貴社の与信管理に引受保険会社の審査が加
わり、お取引先（債務者）に対する与信管理の
充実・向上が図れます。

貸 倒 損 失 の 平 準 化
貸倒リスクを一定額の保険料負担により保
険に転嫁することで、費用を平準化すること
が可能となります。

キャッシュフローの安定化
貸倒金額の一定部分を保険金として受け取
ることができるので、貸倒発生時の影響を軽
減することができます。

中小企業向け貸倒保証制度のメリット
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あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す

新会員のご紹介 11月から12月までにご入会いただきました。どうぞよろしくお願いいたします。( 入会順・敬称略 )

事　業　所　名 代表者名 住　　　所 電　話 業　種
㈲ 渡 部 経 営 士 事 務 所 渡部　一彦 米沢市城南 2-3-41 27-0020 経営コンサルタント
㈱ 森 の 学 校 佐藤冨美子 南陽市宮内 3106-5 090-2360-7316 不 動 産
Trans for hair desin ㈱ 髙橋　恒貴 米沢市堀川町 4-77 24-0158 美 容 室
㈱ B・ エ ン タ ー プ ラ イ ズ 小形　　守 南陽市赤湯 420-28　C 27-0615 飲 食 業
㈱ 江 村 技 建 江村　　弘 米沢市三沢白旗十五 26109-39 35-2220 家 具 製 造
㈱ デ ー タ ウ ェ ブ 清水由紀子 高畠町竹森 517-10 40-0689 W E B 制 作
㈱ レ ナ ー ク 不 動 産 中川　弘志 米沢市桜木町 2-80PAL 桜木 106 21-8456 不 動 産
㈲ ヒ ロ セ 住 宅 設 備 鈴木　　実 米沢市万世町堂森 451-1 28-1774 設 備 工 事
ス マ ー ト グ ル ー プ LLC (同) 田村　和弘 米沢市福田町 2-2-8 40-8083 I T 通 信

（特非）と も の 家 井熊　征一 米沢市大町 3-3-47 26-1288 福 祉 業
㈱ Ｓ Ｏ Ｎ Ｏ Ｋ Ａ 遠藤　悦二 米沢市福田町 2-1-54 23-2124 不 動 産

行動する法人会　平成30年度税制改正に関する提言活動
平成30年度税制改正スローガン
○　厳しい財政状況を踏まえ、国・地方とも行財政改革の徹底を !
○　超高齢化社会に対応した社会保障制度を構築するため、適正な負担と大胆な受益の抑制を !
○　地域経済と雇用の担い手である中小企業に税制措置でさらなる活力を !
○　中小企業は地域経済の要。本格的な事業承継税制の創設により事業の継続を !

11/7　全法連柳田税制委員長から、うえの財務副大臣へ 11/22　香坂会長より中川市長へ 11/22　香坂会長より島軒米沢市議会議長へ

11/21　 廣谷南陽支部長より白岩南陽市長へ 11/21　加藤高畠支部長より寒河江高畠町長へ 11/24　髙橋川西支部長より原田町長へ
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﹃税を考える週間﹄記念講演会
苦悩する中間層の本音とどう向き合うか

　11月17日「税を考える週間 (11月11日～ 17日 )」に、東京第一ホテル米沢において、
政府税制調査会会長で東京大学大学院教授の中里実氏を講師に迎えて、「苦悩する
中間層の本音とどう向き合うか」と題して講演会を開催した。中里氏はアメリカ大
統領選挙に象徴されるように予想に反してトランプ氏が選挙に勝った要因は、中間
層の苦悩が背景にあったと分
析した。イギリス国民が EU
脱退を選んだ理由も同じであ
り、日本に置き換えると若者
の非正規雇用の増加や地方の

衰退がこれに該当し、政治を担う人はこの中間層の苦し
みを理解しなければならないと講演した。会員企業など
約100名が参加して熱心に耳を傾けた。

　税を考える週間にあたり、10月から11月にかけて₄支部において、米沢税務署長ほか多数のご来賓と各支部
会員が出席して税務懇談会を開催した。米沢税務署長斉藤喜美男氏より﹃税のこぼれ話﹄と題して講演いただき、
続いて佐藤統括官より、平成31年10月₁日より消費税10％へ引上げと同時に実施される消費税軽減税率制度に
ついて説明、続いて法人会事業について報告、大同生命保険より法人会福利厚生制度について説明した。懇談
会終了後は和やかに懇親会を開催した。

支部税務懇談会開催　米沢税務署長講演

10/23　川西支部税務懇談会10/16　南陽支部税務懇談会10/11　高畠支部税務懇談会 11/17　米沢支部税務懇談会

《社会貢献事業》



事　業　報　告
租税教室 講師養成講座に参加
　小学校 ₅・₆ 年生の租税教室講師を担当する
方を対象に、米沢税務署主催による租税教室講師
養成研修会が開催され、当会より部会担当副会長
と部会役員が参加し、講師の心構え・説明方法・
DVD の活用方法を学びました。

10⁄30 みんなで守る大切な命
　心臓発作等で突然倒れ心配停止となった人に、
救急車が到着するまでの間に行う応急手当によっ
てその人の命が助かる可能性があります。その知
識を身につけてもらおうと消防本部講堂で応急手
当講習会を開催。会員等43名が出席し、心配蘇生法
や人口呼吸の仕方 AED の使い方を学びました。

企業防衛のための経営分析

　米沢市内で開業されている公認会計士五十嵐正
明氏を講師にお招きして、₂日間で述べ10時間の
経営分析講習会を開催しました。財務諸表から企
業活動の足跡を読み危うくする原因を突き止め対
策を立てることが、企業の健全性を維持するため
に重要だと学びました。

! 相手の納得を獲得する !　 
商談上手になる秘訣

　ナレッジフォース・パートナーズ代表　藤原敬
行氏を講師にお招きし営業担当者・経営者幹部を
対象に商談力に差がつく営業担当者セミナーを開
催し、会員等36名が出席しました。本当の意味で
の商談に勝つとは、お互いの利益が最大になる長
期的な相互関係を構築することだと学びました。

　新たに会社を設立した方を対象に米沢税務署と
共催し、新設法人説明会を開催しました。税務署
担当官より法人税の基本的な仕組みについて項目
ごとに説明、米沢法人会より法人会活動について
説明しました。

正しい決算と
　誤りのない申告のために

　米沢税務署法人課税部門担当官が講師になっ
て、法人税決算説明会を開催しました。決算調整
から法人税確定申告書作成までの申告事務と平成
29年度法人関係法令の改正点・消費税軽減税率制
度・法人税等のあやまりやすい事例等について学
びました。
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11⁄28 12⁄ 5・6

12⁄7 12⁄7この度は会社設立
　　おめでとうございます



会員企業紹介に掲載をご希望される方は事務局℡ 22-5401 までご連絡ください。

会 員 企 業 の 紹 介

有限会社 五十嵐会計事務所
▶代 表 者　代表取締役　五十嵐　正　明
▶住　　所　〒992-0012　米沢市金池3-2-40
▶Ｔ Ｅ Ｌ　0238-22-2776　▶Ｆ Ａ Ｘ　0238-22-2779
▶営業時間　9:00 〜 17:30　▶定 休 日　日曜祝祭日・第２と第４土曜日
▶Ｕ Ｒ Ｌ　http://e-ido.co.jp/
▶事業内容　平成元年₄月₁日に設立し、まもなく30年を迎える当社
　　は、事務所経営をする上で、“動機善なりや、私心無かりしか”、
　　これを常とし、理念としております。法人・個人を問わず、起業、
　　経営、資産管理、税務対策などに関するあらゆる問題に丁寧に対応
　　し、解決策をご提案いたします。また、財務・会計・監査ならびに
　　税務はもとより、国際業務や経営コンサルティングに関する豊富な
　　情報を完備し、いつでもお客様の相談に応じられる体制を整えてお
　　ります。特に最近では、事業承継に関するコンサルティングの依頼
　　も増加しており、事業承継についても、経営面・税務面から積極的
　　なアドバイスや承継支援を行っております。会社の全てに関するこ
　　と、個人の事業や申告に関すること、相続トラブル、その他コンサ
　　ルティング業務まで、公認会計士・税理士 五十嵐正明と、公認会計
　　士・税理士 五十嵐俊晴が中心となって、対応いたします。お客様の
　　満足を第一に考え、次の一歩が確実な前進となるよう、責任をもっ
　　てサポートいたしますので、悩む前に是非お気軽にご相談ください。

有限会社 辰巳屋牛肉店
▶代 表 者　代表取締役
　　　　　　古　川　嘉　則
▶住　　所　〒999-2211
　　　　　　南陽市赤湯753-1
▶Ｔ Ｅ Ｌ　0238-43-2029
▶Ｆ Ａ Ｘ   0238-43-2209
▶営業時間　9:00 〜 19:00
▶定 休 日　毎週木曜日
▶事業内容　明治28年創業

株式会社 髙喜工務店
▶代 表 者　代表取締役
            　　髙　橋　英　幸
▶住　　所　〒992-0342
　　　　　　高畠町大字竹森639
▶Ｔ Ｅ Ｌ　0238-52-0095
▶Ｆ Ａ Ｘ　0238-52-1157
▶営業時間　8:30 〜 17:30
▶定 休 日　日曜・祝日
▶E -ma i l　mail@takaki-home.com
▶ＨＰアドレス　http://www.takaki-home.com/
▶フェイスブック　https://www.facebook.com/ 高喜工務店 -100592233448623/
▶企業案内　当社は、大正10年の創業以来、山形県高畠町に密着し、
　　地域の皆様の住まいづくりのお手伝いをしてきました。そのため、
　　何十年も住み続けられる丈夫で住みやすい家をつくってきた技術と
　　実績を持っていると自負しております。また、新築だけではなく増
　　改築や断熱改修工事などハウスメーカーには出来ない工事まで、工
　　務店ならではの仕事を得意としています。我々は、時代に対応し常
　　に進化をしていきながら、これからも皆様から安心して仕事を任せ
　　ていただけるように日々精進を続けております。

株式会社 黒澤技建
▶代 表 者　代表取締役　黒　澤　賢　治
▶住　　所　〒999-0134 　川西町大字下小松2972-2
▶Ｔ Ｅ Ｌ　0238-42-6351　　▶Ｆ Ａ Ｘ　0238-42-6375
▶m a i l      k-giken@khaki.plala.or.jp
▶定 休 日　社内年間指定休日・日曜日
▶企業紹介　平成８年総合建設業を起業以来、人にやさしい豊かな
　　地域環境づくりに、『いい街』『いい人』『いい仕事』を目標と
　　して地域社会に貢献しています。地域環境とくに景観をより美
　　しくもっと創造的なものを求めてスレム工法（下記写真参照）
　　をご提案申し上げ、美的空間を提供しています

9

　　以来赤湯温泉街の肉店として、米沢牛、山形牛を中心に置
　　賜産豚肉、国産鶏肉等を販売しています。
　　　「固い信用とやわらかい肉」をモットーとして最近は、
　　弁当、オードブルも好評、販売中。ぜひ、御利用下さい。
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米沢税務署からのお知らせ
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青年部会．女性部会の活動
全国青年の集い高知大会10⁄19 11⁄9・11⁄10

　第31回﹁法人会全国青年の集い﹂高知大会が高知
市の高知県民文化ホールで開かれ、当部会より安部
青年部会長はじめ₈名が参加しました。₉日の租税
教育プレゼンテーションでは、全国10局連代表の11
法人会の事例発表があり、福岡の直方法人会﹁税に
込められた思いを伝える租税教育活動﹂が最優秀賞
に輝きました。10日式典に先立ち地元出身の間寛平
氏が﹁走ることで伝える大切な事～夢・出会い・絆﹂
と題して講演。続いて大会式典に入り会員増強で奨
励賞と₃年連続純増賞を受賞しました。

設立20周年記念式典開催

　女性部会は﹁仕事に情熱を・家庭に愛を・心に錦を﹂を
スローガンに平成10年1月27日に会員118名で発足した。
米沢・南陽・高畠・川西の二市二町をエリアに101名が
活動し、研修会・租税教育・税の絵はがきコンクール・
福祉施設へのタオルプレゼント事業を行っている。
　式典には会員ら約80名が出席し、五十嵐部会長が﹁時
代の変化を意識しながらさらなる女性部会の飛躍を目指
したい﹂と式辞を述べた。初代部会長秋葉隆子さん、青
年部会初代部会長内藤文徳さんによるトークセッション
では設立時の苦労話やスローガンに込めた思いなどが語
られた。式典終了後は、山形交響楽団メンバーによる弦
楽四重奏コンサートを開催した。

福祉施設にタオルプレゼント

　女性部会が毎年行っている社会貢献事業﹁福祉施設
にタオルプレゼント事業﹂を行いました。
　五十嵐部会長ほか女性部会役員が、管内の₉つの施
設を訪問し、女性部会にご寄付いただいた新品タオル
を100本ずつ合計900本プレゼントしました。

11⁄21消費税軽減税率と礼儀作法を学ぶ
　女性部会では、旅館エビスヤにおいて、米沢税務署
法人課税部門統括官佐藤進氏より﹁消費税軽減税率制
度について﹂と、認定学院　和・学・美　学院長　酒
井原ひとみ氏より﹁すぐに役立つ品格アップ実践講座﹂
と題して基本的な礼儀作法を学びました。

11⁄7・11⁄27
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三
号
　
　
　
☎
四
七–

七
〇
〇
四

廣

谷

善

郎

羽
山
総
合
建
設
株
式
会
社

取
締
役

会
　
長

高
畠
町
大
字
福
沢
一
六
七
〇
番
地
七
　
　
☎
五
八–

〇
五
五
五

臼
田
英
一

有
限
会
社
　
肉
の
斎
藤

代
　
表

取
締
役

川
西
町
大
字
上
小
松
一
七
九
二
番
地
　
　
☎
四
六–

二
二
五
七

齋

藤

　

則

株
式
会
社
　
石
川
工
務
店

代
　
表

取
締
役

南
陽
市
長
岡
五
六
二
番
地
の
一
　
　
　
　
☎
四
三–

二
五
〇
三

石

川

　

剛

株
式
会
社
　
三
陽
製
作
所

代
　
表

取
締
役

南
陽
市
池
黒
七
五
〇
番
地
　
　
　
　
　
　
☎
四
七–

五
五
一
四

和

田

　

株
式
会
社
　
タ
ス
ク
フ
ー
ズ

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
相
生
町
七
番
一
三
〇
号
　
　
　
　
☎
二
二–
七
一
八
八

宮

坂

　

宏

日
本
刃
物
株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
大
字
花
沢
三
一
六
六
番
地
の
一
　
☎
二
一–

一
一
一
一

大
友
久
雅

株
式
会
社
　
中
村
建
設

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
中
田
町
一
〇
二
六
番
地
の
一
　
　
☎
三
七–

四
一
九
一

中
村
　
浩

株
式
会
社
　
藤
島
建
設

代
　
表

取
締
役

川
西
町
大
字
上
小
松
二
三
四
四
番
地
の
一
　
☎
四
二–

三
一
六
六

藤
島
英
一

株
式
会
社
　
ナ
ウ
エ
ル

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

米
沢
市
松
が
岬
二
丁
目
一
番
一
九
号
　
　
☎
二
二–

一
二
三
四

宮

嶋

敏

郎

正しい税知識と経営の力を養う﹁良き経営者の団体﹂それが法人会です。

我
妻
建
設
工
業
株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
塩
井
町
塩
野
二
〇
一
二–

一
　
　
☎
二
三–

七
一
三
〇

我

妻

弘

一

株
式
会
社
　
ワ
イ
・
エ
ム
・
ピ
ー

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
春
日
一
丁
目
三
番
三
一
号
　
　
　
☎
二
一–

二
八
〇
〇

手

塚

隆

子
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清
酒
東
光
醸
造
元

株
式
会
社
　
小
嶋
総
本
店

常
　
務

取
締
役

米
沢
市
本
町
二
丁
目
二
番
三
号
　
　
　
　
☎
二
三–

四
八
四
八

小
島

弥
之
祐

株
式
会
社
　
ラ
イ
ナ
ー

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
成
島
町
三
丁
目
二
番
一
〇
〇
号
　
☎
二
三–

〇
四
八
五

鈴

木

信

男

米
沢
信
用
金
庫

理
事
長

米
沢
市
大
町
五
丁
目
四
番
二
七
号
　
　
　
☎
二
二–

三
四
三
五

加

藤

秀

明

株
式
会
社
　
銘
菓
の
錦
屋

代
　
表

取
締
役

川
西
町
大
字
上
小
松
一
五
〇
九
番
　
　
　
☎
四
二–

二
六
三
六

片

倉

敬

輔

米
沢
市
門
東
町
一
丁
目
三
番
四
六
号
　
　
☎
二
三–

一
一
二
八

吉

澤

彰

浩

石
附
硝
子
株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
下
花
沢
三
丁
目
一
〇
番
二
六
号
　
☎
二
一–
六
六
七
七

石

附

義

和

株
式
会
社
　
上
杉
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

上
杉
城
史
苑

株
式
会
社
　
吉
　
　
　
祥

米
沢
牛
・
山
懐
料
理
吉
亭

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
丸
ノ
内
一
丁
目
一
番
二
二
号
　
　
☎
二
三–

〇
七
〇
〇

松

田

　

理

株
式
会
社
　
髙
橋
建
設

専
　
務

取
締
役

高
畠
町
大
字
福
沢
五
八
〇
番
地
　
　
　
　
☎
五
七–

二
二
七
七

高
橋
宏
之

株
式
会
社
　
藤
倉
設
備

代
　
表

取
締
役

川
西
町
大
字
黒
川
三
二
五
番
地
一
号
　
　
☎
四
二–

三
三
六
六

藤

倉

利

英

株
式
会
社
　
ハ
ギ
ウ
ダ

代
　
表

取
締
役

高
畠
町
大
字
高
畠
四
二
二
番
地
の
五
　
　
☎
五
二–

三
四
八
五

萩
生
田
　
薫

堀
内
織
物
有
限
会
社

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
門
東
町
一
丁
目
四
番
九
号
　
　
　
☎
二
三–

〇
六
五
五

堀

内

宗

松

正しい税知識と経営の力を養う﹁良き経営者の団体﹂それが法人会です。

株
式
会
社
　
髙
橋
木
工
所

代
　
表

取
締
役

南
陽
市
蒲
生
田
一
三
八
八
番
一
号
　
　
　
☎
四
七–

二
四
九
七

髙
橋
眞
己

フ
ジ
ク
ラ
電
装
株
式
会
社

経
営
企
画

部
　
　
長

米
沢
市
八
幡
原
一
丁
目
一
番
三
号
　
　
　
☎
二
八–

九
二
一
一

本
間
秀
徳

株
式
会
社
　
安
部
利
吉
商
店

代
　
表

取
締
役

米
沢
市
本
町
一
丁
目
三
番
四
一
号
　
　
☎
二
三–

〇
四
二
三

安
部
徳
朗

山
形
第
一
信
用
組
合

高
畠
町
大
字
高
畠
六
八
七
番
地
　
　
　
　
☎
五
二–

一
四
一
〇

鈴

木

貞

一

理
事
長
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（税理士会員）

（税理士法人会員）

髙 橋 佑 輔
佐々木和夫
伊 藤 清 雄
鈴 木 政 昭
齋 藤 俊 一
佐久間松雄
江 部 　 寛
土 田 一 成
五十嵐正明
稲 村 　 修
大 澤 一 雄
黄 木 義 久
赤 木 照 一
佐 藤 紀 昭
菅 野 直 彦
西 村 淳 一
加 藤 英 樹
新 野 孝 次

南陽市宮内3460
米沢市城西₂丁目₃−70
米沢市笹野本町6623−₁
米沢市春日₃丁目₂−28
米沢市城南₄丁目₁−₉
南陽市郡山1196−₅
米沢市春日₁丁目₂−47
米沢市中央₆丁目₁−174
米沢市金池₃丁目₂−40
米沢市中央₃丁目₁−₇
米沢市松が岬₃丁目₃−₇
米沢市中央₁丁目₈−17
米沢市中央₃丁目₁−₇
南陽市赤湯2860−₂
南陽市椚塚1975
米沢市中央₄丁目10−37
米沢市徳町₉−16
米沢市信夫町₃−19

45−2010
40−0301
38−5081
22−6565
22−1163
40−3987
22−5610
21−2377
22−2776
23−7510
23−7215
23−3889
23−7510
43−5200
43−7937
22−0310
22−3382
22−7287

安部美知雄
青 木　 勲
大 竹 一 晴
星 野 敬 一
須 藤 忠 三
髙 石 宏 典
橋本美南子
松 田 純 一
髙 橋 和 宏
江 部 秀 義
白 田 祐 一
長 澤 修 司
鈴 木 直 也
五十嵐俊晴

米沢市門東町₃丁目₁−12
南陽市赤湯2860−₂　佐藤紀昭税理士事務所内
南陽市若狭郷屋430−₃
米沢市門東町₃丁目₂−63　モント₃ビル1Ｆ
高畠町大字高畠558−35
南陽市若狭郷屋814−₈
米沢市門東町₁丁目₁−₅　フジワビル₁Ｆ
米沢市城西₂丁目₃−70
米沢市春日₂丁目₈−47
米沢市駅前₄丁目₂−10
米沢市本町₁丁目₅−21
米沢市金池₆丁目₉−30
米沢市中央₆丁目₁−174
米沢市金池₃丁目₂−40

37−8026
43−5200
43−3375
21−5543
52−4422
49−8656
22−7194
40−0301
21−3720

23−6401
49−7399
21−2377
22−2776

税理士法人 おおぞら総合会計事務所　米沢市徳町₉−16
税理士法人 豊　米沢市中央₆丁目₁−174
税理士法人 松田佐々木会計　米沢市城西₂丁目₃−70

22−3382
21−2377
40−0301

氏　　名 氏　　名電　話 電　話事 務 所 事 務 所

平成30年１月１日現在（登録順）

090−7066−9060

有
限
会
社
　
五
十
嵐
会
計
事
務
所

役
　
員

米
沢
市
金
池
一
丁
目
二
番
四
〇
号
　
　
　
☎
二
二–

二
七
七
六

五
十
嵐
悦
子

正しい税知識と経営の力を養う﹁良き経営者の団体﹂それが法人会です。

め
ざ
し
ま
す

　
　企
業
の
繁
栄

　
　
　
社
会
へ
の
貢
献

税務書類の作成は正規の税理士で
東北税理士会米沢支部

南
陽
支
部
事
務
局

南
陽
市
商
工
会

南
陽
市
若
狭
郷
屋
八
三
九–

一
　
　
　
　
☎
四
〇–

三
二
三
二

高
畠
町
高
畠
九
四
〇–

二
　
　
　
　
　
　
☎
五
二–

〇
五
七
六

川
西
町
上
小
松
一
七
三
六–

二
　
　
　
　
☎
四
六–

二
〇
二
〇

高
畠
支
部
事
務
局

高
畠
町
商
工
会

川
西
支
部
事
務
局

川
西
町
商
工
会



管内小学校 5・6年生に租税教室開催　11/17 ～ 12/21

　次代を担う児童のみなさんに、﹁税金の大切さや使い道に関心をもってもらうこと﹂を目的として、青年部会と女性部
会の役員が講師を務めて管内小学校 5・6年生に租税教室を開催しました。税金のある世界とない世界を比べたビデオを
上映したあと、カードや 1億円のレプリカを使用するなど工夫を凝らして児童にわかり易く説明しました。

事業のお知らせ 〈ホームページでご覧いただけます〉 米沢法人会 検索

e-TAX 体験教室
日　時　平成30年₁月26日㈮
　　　　₁回目 10:00～11:00
　　　　₂回目 13:30～14:30
会　場　NCV ㈱ニューメディア　₂階
講　師　米沢税務署　担当官
参加費　無　料

東北税理士会米沢支部・
　　　　　　　米沢法人会新春講演会
日　時　平成30年₂月₂日㈮　15:00～16:00
会　場　伝国の杜　₂階　会議室
講　師　仙台国税局　課税第二部
　　　　　　次長　向谷地正一 氏
演　題　税務統計から見た東北・山形と置賜地方
参加費　無　料

知って役立つ「労務管理セミナー」
日　時　平成30年₂月15日㈭
会　場　伝国の杜　₂階　会議室
講　師　㈿労研センター理事
　　　　特定社会保険労務士　髙橋　百栄 氏
演　題　労務トラブルへの対応
参加費　会員 無料　一般 3,000円

青年部会・女性部会合同新春セミナー
日　時　平成30年₁月29日㈪　18:00
会　場　東京第一ホテル米沢　₂階　
講　師　株式会社 アクセスよねざわ　駅長　坂川好則 氏
演　題　東北中央自動車道開通による置賜の未来
　　　　像と観光ビジネスの展望
参加費　無　料

法人税決算説明会
日　時　平成30年₂月₇日㈬　14:00～16:00
会　場　伝国の杜　₂階　会議室
講　師　米沢税務署法人課税部門担当官
内　容　会社の決算申告の実務
参加費　無　料

米沢税務署からのお知らせ

申告書作成会場　フジワビル3階　米沢市門東町1-1-5（税務署隣）
開 設 期 間　平成30年2月16日㈮から平成30年3月15日㈭
　　　　　　　　　　（ただし、土曜日・日曜日を除きます。）
開 設 時 間 午前９時から午後４時まで

11/22　窪田小学校 11/29　東部小学校 12/1　小松小学校 12/1　二井宿小学校

12/12　南部小学校12/12　高畠小学校12/11　吉島小学校12/6　糠野目小学校

12/13　松川小学校 12/14　南原小学校 12/15　三沢西部小学校 12/15　犬川小学校

申告書作成会場を開設します。


